
Ｎｏ 市町村 海岸名 選定理由 海岸管理者（県） 海岸管理者（市） 備考

1 松江市
島根町加賀・潜戸
地域

・漂着物が多いこと
・陸域からのアクセスが難しいこと
・大山隠岐国立公園島根半島東部地区に含まれ、複雑なリアス式の海岸部になっており景観に優
れている。また、加賀・潜戸の海中洞窟や、桂島キャンプ場など、観光客が多数訪れる場所である

河川課所管海岸保全区域
一般公共海岸
漁港
農地海岸

鹿島町御津地域

・漂着物が多いこと
・陸域からのアクセスが難しいこと
・大山隠岐国立公園島根半島東部地区に含まれ、複雑なリアス式の海岸部になっており景観に優
れている。

一般公共海岸
漁港

美保関町千酌

・漂着物が多いこと
・陸域からのアクセスが難しいこと
・大山隠岐国立公園島根半島東部地区に含まれ、複雑なリアス式の海岸部になっており景観に優
れている。西には多古の七つ穴、東には北浦海水浴場など、観光客が多数訪れる場所である

河川課所管海岸保全区域
一般公共海岸
農地海岸

港湾
海岸管理者からの意
見により、区域を拡
大

2 出雲市 十六島・河下海岸
・海苔漁業が盛んな地域で地元からも撤去の要望が高い
・集めたごみは船で搬出するしかなく、清掃困難な場所が多い
・風車公園が整備され、新たな観光スポットとして期待あり

河川課所管海岸保全区域
一般公共海岸
港湾
漁港

中山・御崎海岸

・日御崎灯台を中心とした観光地域であり、日御碕へ行く沿岸道路や途中に設けられた展望台か
らごみの溜まっている場所が目につく
・灯台周辺にはグラスボートも出ており、海岸から見る海岸の風景を漂着ゴミが損なっている
・集めたごみは船で搬出するしかなく、清掃困難な場所が多い
・高齢化や漁業人口の減少により地元に依存することも難しくなっている

一般公共海岸 港湾

海中公園周辺
・国立公園の海中公園があるため景観保全を重視すべき場所
・子供が遊べる磯があり、危険なゴミに注意する必要がある
・船でしか行くことができず、清掃困難な場所が多い

一般公共海岸
漁港

3 大田市 鳥井海岸

・海水浴場として市内有数の観光地である
・漂着ゴミの蓄積が景観悪化を招いており、優れた自然の風景を復元する必要がある
・護岸等設置されているため、車両の進入ができないため、ボランティアによる手作業での搬出が
困難

港湾
漁港

波根・朝山海岸
・当海岸の近傍は重要な漁場となっているが、近年、大量の漂着ゴミが景観の悪化、漁業の妨げ
となっている
・海岸への車両等の進入ができない地区もあり、搬出が困難である

漁港

4 江津市
浅利漁港海岸・尾
浜海岸

毎年、冬季の季節風によってポリタンク・漁具等の漂着物が大量に砂浜に漂着、堆積しており、そ
れ以外にも多数の廃棄物等が広範囲にわたり散在し、海水浴場があるこの地域の景観を著しく損
なっている。
白砂青松といわれた地域の環境を保全するため、迅速な漂着物等の処理が求められるが、その
回収にあたり、海岸線の砂浜が広く、搬出先も遠く、その処理に苦慮している。

一般公共海岸 漁港

和木波子海岸

毎年、冬季の季節風によってポリタンク・漁具等の漂着物が大量に砂浜に漂着、堆積しており、そ
れ以外にも多数の廃棄物等が広範囲にわたり散在し、海水浴場があるこの地域の景観を著しく損
なっている。
白砂青松といわれた地域の環境を保全するため、迅速な漂着物等の処理が求められるが、その
回収にあたり、海岸線の砂浜が広く、搬出先も遠く、その処理に苦慮している。

河川課所管海岸保全区域
海岸管理者からの意
見により、区域を拡
大

江津港海岸・塩田
海岸

毎年、冬季の季節風によってポリタンク・漁具等の漂着物が大量に砂浜に漂着、堆積しており、そ
れ以外にも多数の廃棄物等が広範囲にわたり散在し、海水浴場があるこの地域の景観を著しく損
なっている。
白砂青松といわれた地域の環境を保全するため、迅速な漂着物等の処理が求められるが、その
回収にあたり、海岸線の砂浜が広く、搬出先も遠く、その処理に苦慮している。
また、江津港湾付近にはテトラポットがあり、回収にはかなり難しい作業が予想される。

河川課所管海岸保全区域
港湾

5 浜田市 石見海浜公園
夏場は海水浴客が多数訪れ、年間を通じてサーフィンに訪れる客も多い。石見畳ヶ浦は、国の天
然記念物に指定された景勝地で、観光名所である。

河川課所管海岸保全区域
一般公共海岸
漁港

田の浦海岸
松林と白い砂浜を有しており、夏場には、多くの海水浴客やオートキャンプ場利用者で賑わう。
吉浦漁港は、地形が北西に向けて開口しており、冬期には北西からの風の影響により、例年多く
の漂着ごみが見受けられる。

河川課所管海岸保全区域
一般公共海岸
港湾

漁港

折居海岸
夏場は海水浴客が多く、年間を通じて釣り客も多い。
津摩漁港は、潮の流れの関係からか、漂着ごみが多く溜まる。

河川課所管海岸保全区域
一般公共海岸
港湾

漁港

6 益田市 鎌手地区海岸

海岸には国指定の天然記念物「唐音の蛇岩」があり、隣接して水仙公園があり、鎌手地区自治会
では毎年水仙ウォークを開催している。また、魚釣り場でもあり、市内及び市外から多くの観光客、
釣り客が訪れる地区である。
漂着ごみが景観を損ねており、回収したいが陸上からの回収が困難であるため、そのままの状況
である。

一般公共海岸
漁港

漁港

小野地区海岸
山口県との県境に位置し、北長門海岸国定公園から続く風光明媚な場所であり、多くの釣り客が
訪れている。
漂着ごみが景観を損ねているが、陸上からの回収ができないため、そのままの状況である。

一般公共海岸
漁港

漁港

遠田海岸
遠田海岸は、昔、益田沖に津波で沈んだといわれる鴨山を展望できる場所から続く海岸であり、展
望地から漂着ごみが見える状況である。
漂着ごみの回収車両の進入ができないため、回収していない状況である。

河川課所管海岸保全区域

7
隠岐の島
町

伊後港海岸

大山隠岐国立公園内であり、海岸線は風光明媚な景色が見られ、絶好の漁場でもある。
伊後港海岸付近の白島崎は、オオミズナギドリの繁殖地の小島も現存し、島内屈指の景勝地であ
る。
また、観光シーズンになれば観光船が出航し、海岸線の景色を楽しむことができます。

一般公共海岸 港湾

西郷港海岸
大山隠岐国立公園内であり、海岸線は風光明媚な景色が見られ、絶好の漁場でもある。
西郷港は、隠岐の島町の玄関口であり、島外より観光等で来島する方に不快感を与える

一般公共海岸

釜港海岸
大山隠岐国立公園内であり、海岸線は風光明媚な景色が見られ、絶好の漁場でもある。
釜港海岸は、陸上から進入することが出来ない場所であり、長年の漂着ごみが堆積し、海岸線の
景観が崩れることから、釜地区より強い要望がある。

一般公共海岸
農地海岸

港湾

8 海士町 日須賀地区

・対馬海流に乗って漂流したゴミが漂着しやすい地理的条件にあり、しかも陸からのアクセスが不
可能なため回収した実績がなく、長年に亘り堆積した漂着ゴミの量は莫大である。
・大山隠岐国立公園内の海岸であり、隠岐航路のフェリーや高速船からも見える位置にあり、観光
客の旅情を著しく損なうため、景観上配慮の必要性高い。
・島前内湾の豊富な漁場に面しており、魚貝類への悪影響や鳥類の誤飲など生態系への悪影響
が懸念される。

一般公共海岸

崎地区

・対馬海流に乗って漂流したゴミが漂着しやすい地理的条件にあり、しかも陸からのアクセスが不
可能なため回収した実績がなく、長年に亘り堆積した漂着ゴミの量は莫大である。
・大山隠岐国立公園内の海岸であり、隠岐航路のフェリーや高速船からも見える位置にあり、観光
客の旅情を著しく損なうため、景観上配慮の必要性高い。
・島前内湾の豊富な漁場に面しており、魚貝類への悪影響や鳥類の誤飲など生態系への悪影響
が懸念される。

一般公共海岸
海岸管理者からの意
見により、区域を見
直し

御波海岸

・海水浴場として利用されており、家族連れや子どもが多数訪れるため、毎年大量に漂着するゴミ
の回収の必要性は勿論、医療廃棄物や危険物の回収除去は完全に行わなければならない。
・大山隠岐国立公園内の海水浴場であり、観光客の利用も多いため、景観上配慮の必要性高い。
・島前内湾の豊富な漁場に面しており、魚貝類への悪影響や鳥類の誤飲など生態系への悪影響
が懸念される。

河川課所管海岸保全区域
海岸管理者からの意
見により、区域を追
加

9 西ノ島町 いざなぎ海岸
大山隠岐公園内で漂着物が多く範囲も広いためボランティア等では回収が困難なため。「国賀観
光船めぐり」の航路から見える場所であり、「素潜り漁」「かなぎ漁」の魚場でもある。

一般公共海岸

仁具海岸
大山隠岐公園内で漂着物が多く範囲も広いためボランティア等では回収が困難なため。
「素潜り漁」「かなぎ漁」の魚場であり、「磯釣り」で多くの釣り人が訪れる場所でもある。
※３ケ所の中で漂着物が最も多いが地理的に回収が困難と思われる。

一般公共海岸

珍崎海岸
浦郷湾内で漂着物が多く範囲も広いためボランティア等では回収が困難なため。
海岸沖は一本釣りの魚場であり、定置網も設置してある。

一般公共海岸

10 知夫村 竹名海岸

竹名海岸は、夏期の１ヶ月間「さざえ、アワビ素潜り解放地域」に指定されている。そのため、帰省
客・観光客・地元住民が多く訪れる海岸である。また、知夫村玄関口、来居港からも近く、フェリー
甲板からも見える海岸であり、知夫村への印象が悪化する状況である。
また、長年蓄積された漂着ごみは地元ボランティアにおける海岸清掃では撤去できない多量の漁
網、ロープ、丸太木材が多く見られる。竹名海岸には道路があるが、車での移動は困難であり、漂
着物を収集するには船などの利用が不可欠である。

港湾

古海俵島海岸付
近

古海俵島海岸は、夏期の１ヶ月間「さざえ、アワビ素潜り解放地域」に指定されている。そのため、
帰省客・観光客・地元住民が多く訪れる海岸である。また、地元住民より、ゴミの撤去要望が毎年
出ているが、費用が多く掛かるので実施困難となっている。
また、古海俵島海岸には道路がなく、海岸線を徒歩で移動することとなり、地元住民による海岸清
掃も移動手段が船のため、実施するのに困難な場所であり、漂着ごみは蓄積する一方である。

一般公共海岸 港湾

たなばたけ海岸

たなばたけ海岸は、フェリーから最初に目に見える知夫村海岸であり、景観が悪く、知夫村への印
象が悪化する状況である。
たなばたけ海岸には船移動となり、今まで地元住民などの海岸清掃などは行われておらず、今で
は蓄積されたゴミが山となり、地元住民からは「ゴミ寄せの浜」と言われている。

一般公共海岸

（参考）調査箇所一覧表


